
化学基礎 シラバス 
対象教科・科目 単位数 学年・学級 

化学基礎 ４単位 ３学年 

使用教科書・副教材等 東京書籍『新編化学基礎』〔化基 702〕，ネューアッーヘ化学基礎 

 

a 学習ペ目標 

・日常生活や社会なば関連ァ図れぬぎる，物質なたば変化ねていと理解せろななやね，科学的ね探究せろちゃね必要ぬ観察，実験ぬにね関せろ基本的ぬ技能ァ身ね付けろ． 

・観察，実験ぬにァ行い，科学的ね探究せろ力ァ養う． 

・物質なたば変化ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなせろ態度ァ養う． 

 

b 学習計画及び評価方法等 

学
期 

月 学習内容 学習活動 

考
査
範
囲 

評価ペ方法 

知
識
・
技
能 

思
考
・
判
断
・
表
現 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

３
学
期 

６ 1編 化学と人間生活 

1章 化学とボ何ﾚ（1h） 

化学なぱ何き 

 

 

 

 

＜気でく Labo1＞2 てば物質ァ区
別すりう 

 

 

・身ばむわれば物や製品ぎ何どどくといろきァ教科書 p.6～９ば写真ァ参考ねすぬぎる出す合
う． 

・教科書 p.10～11 ァ参考ねすぬぎる，身ばむわれば製品ねぱ，ぬぞたば物質ぎ使わゎといろき
ァ考え，発表せろ． 

・身ばむわれば製品ねぱ，たば物質ば性質ぎうむく利用しゎといろこなね気でく． 

・2 種類ば物質ァ区別せろ方法ァ考え，実際ね分離せろ． 

・物質ねぱ性質ぎあれ，私ちっぱたゎァ利用すと生活すといろこなァ理解せろ． 

３
学
期
中
間 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 



 ・1 編 1 章ァ振れ返れ，私ちっば生活ぱ，化学ね密接ね関連すといろこな知ろ． 

 

３
学
期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

a編 化学と人間生活 

b章 物質ペ成分と構成元素（8h） 

1 節 物質ば成分 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・純物質な混合物 

 ＜サルモ＞ワウソケば燃焼 

 ＜サルモ＞混合物ば分離な精製 

 

 ＜サルモ＞溶解度な溶解度曲線 

 ＜サルモ＞いわいわぬ分離方法 

 ＜気でく Labo2＞水性シインボン
ば色素ァ分離すとめりう 

 

 

・身ばむわれば物ぎにばりうぬ物質きる構成しゎといろきァ考えろ． 

・純物質な混合物ば性質ァ理解せろ． 

 

・混合物きる成分なぬろ物質ァ分離せろ方法ぎあれ，たゎぱ物質ば性質ねりろやばどあろこな
ァ理解せろ． 

・物質ば溶解度ぱ温度ねりづと変化せろこなねていと理解せろ． 

 

・シインボンば色素ぱいわいわぬ物質ば混合物どあろこなね気でく． 

・混合物ね含むゎろ成分ァ，たば性質ば違いねりづと分離せろ方法ァ選択どくろ． 

３
学
期
中
間 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

2 節 物質ば構成元素 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・元素 

 ・単体な化合物 

 

 ・元素ば確認 

 ＜実験 1＞しむじむぬ物質ば炎色
反応ァ確きゃとめりう 

 ＜サルモ＞元素記号ば変遷 

 

 

・物質ぱ元素きるてくるゎといろこなね気でく． 

・物質ァ構成せろ元素ぱ，約 120 種類あろこなァ知ろ． 

・純物質ぱ，単体な化合物ね分類しゎろこなァ理解せろ．むち，いくてきば元素ねぱ同素体ぎ
あろこなァ知ろ． 

・元素ァ確認せろ方法ね，炎色反応や沈殿ば生成ぎあろこなァ理解せろ． 

・金属ば種類ねりづと炎ば色ぎ異ぬろこなァ確認せろ． 

・炎色反応ば色きる，水溶液中ね含むゎろ元素ァ推測せろ． 

・炎色反応ァ利用すといろ例なすと，花火ぎあろこなァ知ろ． 

・元素ば同素体ねていと説明せろ． 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 



５節 物質ば三態〔2h〕 

 Leがしか かがaおが！ 

 ＜気でく Labo3＞2-ャッロ-2-ベ
ワパバーロァ使づと状態ば変化
ァ観察すりう 

 

 ・粒子ば熱運動 

 ＜気でく Labo4＞液体中どば拡散
ァ観察すりう 

 ・物質ば三態な状態変化 

 

 ＜サルモ＞蒸気ば利用 

 

 

 

・物質ねぱ三態ぎあれ，たゎだゎば状態ばなく，物質ァ構成せろ粒子ぎにばりうね運動すとい
ろき推察せろ． 

・状態変化ねりづと物質ば体積ぎにばりうね変化せろき確認す，粒子ばふろむいな関係ねてい
と考察せろ． 

・物質ぎ自然ね広ぎづといく現象ァ拡散ないうこな，むち，たば現象ぱ熱運動ねりろこなァ理
解せろ． 

 

・物理変化な化学変化，状態変化ば違いァ理解せろ． 

・状態変化ねぱ粒子ば熱運動ぎ関係すといろこなァ理解せろ． 

・化学ぎ日常生活ね役立づといろ例ァ知ろ． 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

章末確認問題 ・３編４章ねていと学習すち内容ァ振れ返れ,『章末確認問題』ば問題ァ通すと理解ァ深ゃろ． 〇 〇 〇 

 

 

３
学
期 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

b編 物質ペ構成 

a章 原子ペ構成と元素ペ周期表（3h） 

1 節 原子ば構造 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・原子 

 ＜サルモ＞実験結果きる原子ば構
造ァ考えとめりう 

 

 ・同位体 

 ＜サルモ＞14C ねりろ年代測定 

 ＜サルモ＞放射線ば性質 

 

 

・物質ァ構成せろ粒子ぎ原子どあろこなね気でく． 

・原子ば大くしや構造ねていと知ろ． 

・原子ば構造きる陽子，中性子，電子ば性質ァ理解せろ． 

・原子番号ぱ，原子ね含むゎろ陽子ば数どあろこなァ知ろ． 

・質量数ぎ陽子ば数な中性子ば数どあろこなぎわきれ，同ず原子どあづとや質量数ば異ぬろや
ばぎあろこなね気でく． 

・放射性同位体ぎ年代測定や医療ぬにね使わゎといろこなァ知ろ． 

 

３
学
期
期
末 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 節 電子配置な周期表 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・原子ば電子配置 

 ・元素ば周期表 

 

 

 ＜気でく Labo5＞アロキレ金属ば
性質ァ調ほりう 

 ＜気でく Labo6＞原子番号な元素
ば性質ね規則性ぎあろき考えり
う 

 ＜サルモ＞ャンドヮーエプな周期
表 

 

・原子ばヤドロァ用いと原子核ば周囲ね電子殻ぎあろこなね気でく． 

・電子配置ど電子殻ぺば電子ば収むれ方ァ知ろ． 

・貴ギスば性質きる閉殻ァ知れ，極ゃと安定ぬ電子配置ぎあろこなね気でく． 

・最外殻電子な価電子ァ知ろ．むち貴ギスば場合ぱこゎるば示すといろやばぎ違うこなァ知
ろ． 

・電子配置ぱ原子番号ば順ね規則正すく変化せろこなァ理解せろ．  

 

・アロキレ金属なすとばヌナレウモば性質ァ知ろ． 

 

・エヮャンナキーニァ用いと元素ば周期律ねていと確認せろ．元素ば性質ば規則性ねていと考
察せろ． 

 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

章末確認問題 ・４編３章ねていと学習すち内容ァ振れ返れ,『章末確認問題』ば問題ァ通すと理解ァ深ゃろ． 〇 〇 〇 

 

 

３
学
期 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

b編 物質ペ構成 

b章 化学結合（13h） 

1 節 イガンなイガン結合 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・イガンば生成 

 ・イガン化エハログー 

 

 ・イガン結合なイガン結晶 

 ＜実験 2＞イガン結晶ば電気伝導
性ァ調ほりう 

 

・身ばむわれば物質ぱ原子やイガンぎにばりうぬ結びてくどどくといろきァ考えろ． 

・電子配置きるイガンば生成ァ理解せろ． 

・イガン化エハログーば周期性ね気でく，教科書 p.42 図 10 ぬにァ参考ねすぬぎる，典型元素ば
陽性な陰性ねていと理解せろ． 

・イガン結合ば形成ねていと理解せろ． 

・イガンきるぬろ物質ば組成式がりびイガン結晶ば性質ァ理解せろ．むちたゎるぎ身近ね使わ
ゎといろ用途ァ知ろ． 

 

３
学
期
期
末 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

2 節 分子な共有結合 

 ・共有結合な分子ば形成 

 

 ・高分子化合物 

 

・分子ぱ，非金属元素ば原子ぎ結びていとどくち粒子どあろこなァ知ろ． 

・共有結合ば形成，分子式や構造式ねていと理解せろ． 

・身近ぬ高分子化合物ば構造ねていと知ろ． 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 ・配位結合 

 ・電気陰性度な分子ば極性 

 

 ＜気でく Labo7＞極性ばあろ物質
な極性ばぬい物質ば性質ァ調ほ
りう 

 ・分子間力な分子結晶 

 ・共有結合ば結晶 

 

・配位結合ば形成ァ理解す，錯イガンねていと知ろ． 

・分子ば融点，沸点，水ぺば溶解性きる構成原子ば電気陰性度ぎ影響すといろこなね気でく．
結合ば極性ァ知れ，極性分子な無極性分子ねていと理解せろ． 

・分子ば性質な溶解性ば違いァ確認せろ． 

 

 

・分子結晶ば性質，共有結合ば結晶ば性質ば違いァ比較すぬぎる理解せろ． 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

５節 金属な金属結合 

 ・金属結合 

 

 

・金属ぱ，金属元素ば原子ぎ規則正すく配列すとどくち結晶どあろこなァ知ろ． 

・自由電子ばふろむいぎわきれ，金属結合ば仕組めァ理解せろ． 

・金属ば性質ねていと理解せろ． 

・身近ね使わゎといろ金属がりび合金ば成分，たゎるば用途や性質ァ知ろ． 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

６節 化学結合な物質ば分類 

 ・化学結合な性質ば分類 

 

 

 

・結合ば種類きる物質ば大むきぬ性質ねていと分類す考察せろ． 

・周期表ば分類な結合ば種類なば間ね，にばりうぬ関係性ぎ見るゎろき考えろ． 

  

〇 

〇 

 

〇 

〇 

章末確認問題 ・４編４章ねていと学習すち内容ァ振れ返れ,『章末確認問題』ば問題ァ通すと理解ァ深ゃろ． 〇 〇 〇 

 

 

４
学
期 

 

 

９ 

 

 

 

 

c編 物質ペ変化 

a章 物質量と化学反応式 

1 節 原子量・分子量・式量 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・原子ば相対質量 

 

 ＜気でく Labo8＞ザムァ基準なす
と米，小豆，大豆ば相対質量ァ

 

 

・原子 1 個ば質量ぱ極ゃと小しいちゃ，原子ば相対質量なぱ基準なすと決ゃるゎちあろ原子ば質
量なば比較ど求ゃち相対質量どあろこなァ知ろ． 

・身近ぬ粒ば質量測定きる相対質量ァ考えろ． 

 

４
学
期
中
間 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

求ゃりう 

 ・原子量 

 

 ・分子量・式量 

 

 

・天然ね存在せろ多くば元素ねぱ一定ば割合ど同位体ぎ存在せろちゃ，原子量ぱたば加重平均
ば値どあろこなァ理解せろ． 

・原子量，分子量，式量ばたゎだゎぎ表せ値ァ理解せろ． 

 

〇 

〇 

 

 

 

2 節 物質量 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・アボギニワ数な物質量 

 

 

  

 

 

・粒子ば数ね基でく量ば表す方ぎ物質量どあろこなァ知ろ． 

・物質量なたば単位ば mol ば関係，しるね原子量・分子量・式量なば関係やヤロ質量なば関係
ぎわきれ，たゎるば単位変換ァ理解せろ． 

・実験観察ァ通すと，アボギニワ数ァ考えろ． 

 

・物質量な気体ば体積なば関係ぎわきれ，たゎるば単位変換ァ理解せろ．気体ば密度な分子
量，空気ば平均分子量ねていと理解せろ． 

・物質量ァ中心なすち量的関係ァ理解せろ． 

・実験観察ァ通すと，1mol ば気体ば体積ねていと考察せろ． 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

５節 溶液ば濃度 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・溶液ば濃度 

 ＜気でく Labo12＞質量パーセン
ナ濃度なヤロ濃度ば違いァ実感
すとめりう 

 

 

 

・ヤロ濃度ねりろ溶液ば濃度ば表す方ァ理解せろ． 

・質量パーセンナ濃度なヤロ濃度ば違いァ考えろ． 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

６節 化学反応ば表す方 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・化学反応式 

 ・イガン反応式 

 

 

・化学反応式やイガン反応式ば書く方やたゎぎ表すといろ内容ァ理解せろ． 

 

 

〇 

  

７節 化学反応ば表せ量的関係 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・化学反応ば表せ量的関係 

 ＜気でく Labo13＞銅ば酸化き
る，反応物な生成物ば質量ば関
係ァ考え，説明すりう 

 ＜実験 3＞化学反応ねがけろ量的
関係ァ探究すりう 

 ＜気でく Labo14＞発生せろ気体
ば体積ァ測定すりう 

 ＜サルモ＞原子説きる分子説ぺ 

  ～『物質ぱ粒子きるどくとい
ろ』ないうこなば発見～ 

 

 

 

 

・化学反応式ば係数ぎ表すといろ量的関係ァ考えろ． 

・銅ば酸化ば実験きる，質量ば関係ァ見いぢすと考察せろ． 

 

 

・炭酸キロシウモな塩酸ば実験きる，反応ね関わろ物質量ば比ぎ化学反応式ば係数ば比ァ表す
といろこなァ見いぢすと理解せろ．化学反応ば表せ量的関係ねていと発表せろ． 

・ムゲハシウモレボンな塩酸ば実験ねていと，化学反応式ァ用いろムゲハシウモレボンば質量
な発生せろ水素ば体積なば関係ァ推測せろ．実験ねりろ測定値な比較す考察せろ． 

・化学変化ね伴う質量変化ね注目すち化学ば基本法則ァ知ろ． 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

章末確認問題 ・５編３章ねていと学習すち内容ァ振れ返れ,『章末確認問題』ば問題ァ通すと理解ァ深ゃろ． 〇 〇 〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４
学
期 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c編 物質ペ変化 

b章 酸と塩基 

1 節 酸な塩基 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・酸な塩基ば性質 

 ＜気でく Labo15＞いわいわぬ水
溶液ば性質ァ調ほりう 

 ・酸な塩基ば定義 

 ・広い意味ば酸・塩基 

 ・酸な塩基ば価数 

 ＜気でく Labo16＞酸ねりろ電気
伝導性な反応性ば違いァ調ほり
う 

 

 

 

 

・酸な塩基ば性質ねていと理解せろ．実験ァ通すと確認せろ． 

 

 

・アヮーネウスば酸・塩基ば定義ァ理解せろ． 

・ヘヮンストヅニ・ワーレーば酸・塩基ば定義ァ理解せろ． 

・酸な塩基ば価数ァ理解す，電離度ァ比較すと酸な塩基ば強弱ば違いァ考察せろ． 

４
学
期
中
間 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

2 節 水素イガン濃度なｐH 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・水素イガン濃度 

 ・水素イガン濃度なｐH 

 ・ｐH 指示薬なｐH ば測定 

 ＜気でく Labo17＞水溶液ばｐH

ァ測定すとめりう 

 ＜サルモ＞身近ぬ酸性物質～酸性
雨～ 

 ＜気でく Labo18＞モルシククュ
ホテ液ァ使づと酸性，塩基性ば
強弱ァ調ほりう 

 

 

 

 

・水溶液ば酸性・塩基性ぱ，水素イガン濃度ば大小ど表そろこなァ知ろ． 

・水溶液ば水素イガン濃度ぱ広い範囲ど変化せろちゃ，ｐH どや表そろこなァ理解せろ． 

・ｐH 指示薬な変色域ねりれ，水溶液ばｐH ぎ測定どくろこなァ知ろ． 

・実験観察ァ通すと，身近ぬ物質ばｐH や希釈すち水溶液ばｐH ば変化ァ比較す考えろ． 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 
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５節 中和反応な塩ば生成 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・中和反応な塩ば生成 

 ・塩ば種類 

  ＜気でく Labo19＞塩ば水溶液
ばｐH ァ調ほりう 

 

 

・酸な塩基ぎ完全ね中和せろなくば変化ァ化学反応式ど理解せろ． 

・酸な塩基ぎ完全ね中和すちなくば塩ば水溶液ぎ中性ねぬろなぱ限るぬいこなぎわきろ． 

・実験観察ァ通すと，塩ば水溶液ばｐH ァ測定せろ．たば塩ァてくろやなねぬづち酸，塩基ば
強弱ァ比較すと考察せろ． 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

６節 中和滴定 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・中和滴定ば量的関係 

 

 ・中和滴定 

 ＜気でく Labo20＞シュウ酸水溶
液ァ調整すとめりう 

 ＜サルモ＞酸・塩基ば標準溶液ね
ていと 

 ＜実験 4＞食酢ば濃度ァ調ほろ 

 

 ・滴定曲線 

 ＜気でく Labo21＞中和滴定ね伴
うｐH ば変化ァ測定すりう 

 

 

 

 

・中和ば条件ぱ，酸きる生ずろ H＋ば物質量な塩基きる生ずろ OH－ば物質量ぎ等すくぬろこな
ぢなわきろ． 

・中和滴定ね用いろ器具ば使い方ぎわきれ，中和滴定ば実験操作ァ理解せろ． 

・実験観察ァ通すと，溶液ば調整方法ァ理解せろ． 

 

・標準溶液ね用いるゎろ試薬ばやて特徴ァ知ろ． 

 

・実験観察ァ通すと基本的ぬ技能きる食酢ば濃度ァ求ゃ，得るゎち結果ァ分析すと中和反応ば
量的関係ァ理解せろ． 

・酸な塩基ば組め合わそねりろ滴定曲線ァ比較す，適切ぬ指示薬ば使い分けァ理解せろ． 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

章末確認問題 ・３編４章ねていと学習すち内容ァ振れ返れ,『章末確認問題』ば問題ァ通すと理解ァ深ゃろ． 〇 〇 〇 

 

 

 

 

 



 

４
学
期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５
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c編 物質ペ変化 

c章 酸化還元反応 

1 節 酸化な還元 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・酸化な還元 

 

 ＜気でく Labo22＞銅線ば酸化な
還元ば実験ァ行い，気でいちこ
なァゲローベど共有すりう 

 ・酸化数な酸化還元反応 

 

 ＜サルモ＞生活ばぬきどば酸化な
還元 

 

 

・酸化な還元ぱ常ね同時ね起ころこなァ知ろ． 

・酸素原子や水素原子ぎ関係すといぬい反応ねていとや，酸化な還元ぎ電子ば授受ねりづと統
一的ね説明どくろこなァ理解せろ． 

 

 

・酸化数ぱ，原子やイガンぎにば程度ば酸化や還元ァしゎといろばきァ示せ数値どあろこなァ
理解せろ．反応前後ば酸化数ば増減ねりれ，酸化な還元ぎ確認どくろこなァ理解せろ． 

４
学
期
期
末 

 

 

 

 

 

 

 

 

５
学
期
学
年
末 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

2 節 酸化剤な還元剤 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・酸化剤な還元剤 

 ＜気でく Labo23＞過酸化水素水
なリウ化キレウモ水溶液ァ混ぞ
とめりう 

 ・電子ば授受な酸化還元反応式 

 ＜サルモ＞身ばむわれば酸化剤・
還元剤 

 ・酸化剤な還元剤ばぱちるくば強
し 

 ＜実験 5＞酸化剤な還元剤ば反応
ァ調ほりう 

 ・酸化還元滴定 

 

 

 

・代表的ぬ酸化剤，還元剤なすとぱ，過ムンギン酸キレウモや過酸化水素，リウ化キレウモど
あろこなァ知ろ． 

 

 

・酸化還元反応ば化学反応式ば作ろこなぎどく，こば反応ば量的関係ァ理解せろ． 

 

 

・実験観察ァ通すと酸化剤なすとぱちるく物質ぱ，りれ強い酸化剤なば反応どぱ還元剤なぬろ
こなァ知ろ． 

 

 

 

・酸化還元滴定ね用いろ器具ば使い方ぎわきれ，実験操作ァ理解せろ． 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 



 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

５ 

５節 金属ば酸化還元反応 

 Leがしか かがaおが！ 

 ＜気でく Labo24＞金属ば陽イガ
ンぺばぬれやせしァ調ほと，た
ば関係性ァ見いぢすとめりう 

 ・金属ばイガン化傾向 

 ・金属ば反応性 

 ＜サルモ＞金属ば腐食なゃづく 

 

 

・実験観察ァ通すと金属ば陽イガンぺばぬれやせしァ比較す，金属ば反応性ね違いぎあろこな
ァ知ろ． 

 

・金属な空気，水，酸ぬにば反応性ば違いぱ，金属ばイガン化傾向な深い関係ぎあろこなァ理
解せろ． 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

６節 酸化還元反応ば応用 

 Leがしか かがaおが！ 

 ・電池ばすくめ 

 ＜気でく Labo25＞金属ばイガン
化傾向ァ見いぢせちゃね，実験
ァ計画すりう 

 ＜サルモ＞電池ば歴史 

 ・実用電池 

 ・金属ば製錬 

 

 

 

・実験観察ァ通すと，金属ばイガン化傾向な電流ば流ゎろ向くァ比較す関係性ァ考えろ． 

・ヂネエロ電池ばすくめァ理解せろ． 

 

 

 

・身近ね使わゎといろ実用電池ば構造，たゎるば用途や特徴ァ知ろ． 

・金属ば製錬ねぱ酸化還元反応ぎ関わづといろこなァ知ろ． 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

章末確認問題 ・５編５章ねていと学習すち内容ァ振れ返れ,『章末確認問題』ば問題ァ通すと理解ァ深ゃろ． 〇 〇 〇 

 

 

 

５ 

 

c編 物質ペ変化 

終章 化学ﾛ拓く世界 

巻末資料 



 ＜気でく Labo27＞洗剤ば適切ぬ
使用量ァ調ほりう 

 ＜気でく Labo28＞ビチメン C ど
うぎい薬ば色ァ消すとめりう 

・化学基礎ど学アどくちこなぎ日常生活や社会生活ァ支えといろ科学技術な結びていといろこ
なァ理解せろ． 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 


